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冷中性子散乱実験デバイス開発装置
C1-3 BIX-4 生体高分子用中性子単結晶回析装置-4（量子科学技術研究開発機構）

　JRR-3は、昭和37年に、わが国初の国産研究炉として臨界に達した後、原子力の
黎明期を支え、その後、性能向上を目指した改造を行い、２０MWの高性能汎用原子
炉として広く利用されてきました。平成23年3月の東日本大震災を踏まえた新規制基
準に対応のため運転を停止しておりましたが、耐震補強工事等の安全対策を行い、
令和3年2月に運転再開を果たしました。
　JRR-3に設置された利用設備を用いて、種々の中性子ビーム実験、原子力燃料・
材料の照射試験、ラジオアイソトープの製造などを行っています。また、冷中性子（エ
ネルギーの低い中性子）が利用できることから、高分子の構造解析による生命現象
の解明などにも役立てられます。



　がんなどの医療用RIの製造を行っています。
　例えば、JRR-3で製造されるAu-198グレイ
ンは、口の中にできるがんに埋め込むことで、
手術を行うことなくがん治療を行うことができ
ます。

高性能医療・工業分野への貢献

　理学、農学、工業などに使用する線源用RI、精
製RIやガンマ線スペクトロメータの校正用線源
などの製造を行っています。

医療用ラジオアイソトープ（RI）の製造

198Au製造のための核反応
197Au(n,γ)198Au
　　　　　（半減期：2.694日）

Au-198グレインを使う
小線源治療のイメージ

　JRR-3は、世界トップレベルの高性能研究炉として中性子ビーム実験（中性子ラジオグラフィ、中性子散乱実験、
中性子即発ガンマ線分析）や中性子照射（RIの製造、中性子放射化分析）などに利用されています。

工業用ラジオアイソトープ(RI)の製造

利用装置 利用装置設置者

MUSASI(L)  T2-3-1

材料照射試験
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